
 

令和８年９月 浜田市議会定例会議

■ 今回の補正予算は、６月補正予算編成以降に生じた経費について追加等を行うも

のです。 

■ 補正額は次のとおりです。

（単位：千円）

会  計  名 補正前の額 補 正 額 計

一 般 会 計（第３号） 43,510,989 1,560,042 45,071,031

■ 主な補正事項は次のとおりです。

（１）普通交付税の決定に伴う調整                ＋841,110 千円  

（うち減債基金積立分 208,131 千円） 

（２）地域公共交通再編検討調査に係る事業費の調整        18,884 千円

（３）ふるさと体験村に係る水質安定・正常化対策経費の調整     49,943 千円  

令和８年度 一般会計補正予算（第３号）説明資料 

１．編 成 概 要

２．予 算 規 模

３． 補 正 事 項
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１．歳入歳出予算総括表

( 歳   入 ) 〔単位：千円〕

補正前の額 補  正  額 計

10 地 方 特 例 交 付 金 79,483 4,001 83,484 4,001

11 地 方 交 付 税 9,850,000 841,110 10,691,110 841,110

15 国 庫 支 出 金 6,917,060 63,931 6,980,991
45,507
18,424

19 繰 入 金 4,040,831 △ 600,496 3,440,335

△ 611,454
8,500
2,458

20 繰 越 金 1 1,081,542 1,081,543 1,081,542

21 諸 収 入 894,145 76,954 971,099
73,598
3,356

22 市 債 4,822,900 93,000 4,915,900
50,000
43,000

43,510,989 1,560,042 45,071,031

( 歳   出 ) 〔単位：千円〕

国県支出金 地  方  債 そ  の  他

2 総 務 費 7,495,857 1,392,445 8,888,302 18,424

3 民 生 費 12,653,956 9,304 12,663,260

6 農 林 水 産 業 費 1,800,341 49,943 1,850,284 50,000

7 商 工 費 2,725,903 96,494 2,822,397 45,507 43,000 2,458

8 土 木 費 3,111,792 8,500 3,120,292 8,500

10 教 育 費 5,174,577 3,356 5,177,933 3,356

43,510,989 1,560,042 45,071,031 63,931 93,000 14,314歳出合計 1,388,797

△ 57

5,529

一般財源

1,374,021

9,304

後期高齢者医療療養給付費負担金返還金
全国市長会学校災害賠償補償保険金

ふるさと体験村改修事業費
観光施設整備事業費

歳入合計

款 補正前の額 補　正　額 計

補  正  額  の  財  源  内  訳

特   定   財   源

地域未来交付金
地域公共交通確保維持改善事業費

財政調整基金繰入金
公共施設長寿命化等推進基金繰入金
ふるさと応援基金繰入金

前年度繰越金

地方特例交付金

普通交付税

款 説                   明

４．一般会計補正予算（第３号）
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２．事業別の補正事項

1 減債基金積立金 208,131 0 0 0 208,131

【事業費】
補正前 補正額 補正後

10,687 208,131 218,818

2 庁舎等維持管理費 15,168 0 0 0 15,168

【事業費】
補正前 補正額 補正後

180,060 15,168 195,228

3 財政調整基金積立金 550,000 0 0 0 550,000

【事業費】
補正前 補正額 補正後

39,007 550,000 589,007
 

4 市有財産有効活用推進基金積立金 65,234 0 0 0 65,234

【事業費】
補正前 補正額 補正後

3,290 65,234 68,524
 

5 市民生活安定化基金積立金 288,974 0 0 0 288,974

【事業費】
補正前 補正額 補正後

5,801 288,974 294,775

6 公共施設長寿命化等推進基金積立金 66,074 0 0 0 66,074

【事業費】
補正前 補正額 補正後

5,501 66,074 71,575

7 まちづくり振興基金積立金 2,412 0 0 0 2,412

【事業費】
補正前 補正額 補正後

11,189 2,412 13,601

8 交通対策事務費 2,153 0 0 0 2,153

【事業費】
補正前 補正額 補正後

2,862 2,153 5,015

令和７年度決算剰余金の積立

石見地域の認知度向上及び一体感の醸成を図るため、石
見９市町で連携し、ご当地ナンバープレート及び図柄入
りナンバープレート導入に向けた検討を行う
（詳細はＰ7の新規事業等実施に伴う説明シート参照）

※当初（40）5,501千円

※当初（64）2,862千円

※当初（38）5,801千円

地方債 その他

2 （総   務   費） 1,392,445

番号
新規
区分 事業名及び事業概要 事業費 国県支出金

令和８年１０月１日施行の改正労働施策総合推進法によ
りカスタマーハラスメント対策が義務化されたことに伴
う働きやすい職場環境の整備に係る経費
○防犯カメラ設置業務委託料　　　　　　　7,480千円
○音声応答装置設置業務委託料　　　　　　7,040千円
〇備品購入費等　　　　　　　　　　　　　　648千円

※当初（30）180,060千円

一般財源

普通交付税の算定費目に創設された「臨時財政対策債償
還基金費」分の積立

※当初（27）10,687千円

令和７年度市有財産売却実績に基づく積立

※当初（37）3,290千円

まちづくり振興基金を財源とした繰越事業（令和６年度
→令和７年度）における不用額相当額の積戻しを行う

※当初（56）11,189千円

※当初（32）39,007千円

令和７年度固定資産税増収分に係る積立

令和７年度事業に充当した公共施設長寿命化等推進基金
取崩相当額の積立
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9 ふるさと寄附促進事業 2,376 0 0 0 2,376

【事業費】
補正前 補正額 補正後

1,255,852 2,376 1,258,228

10 新規 地域公共交通再編事業 18,884 18,424 0 0 460

【事業費】
補正前 補正額 補正後

0 18,884 18,884
11 国県補助金等精算返還金 173,039 0 0 0 173,039

【事業費】
補正前 補正額 補正後

0 173,039 173,039

1,392,445 18,424 0 0 1,374,021

12 老人保護措置費 9,304 0 0 0 9,304

【事業費】
補正前 補正額 補正後

492,181 9,304 501,485

9,304 0 0 0 9,304

13 ふるさと体験村改修事業 49,943 0 50,000 0 △ 57

【事業費】
補正前 補正額 補正後

13,079 49,943 63,022

49,943 0 50,000 0 △ 57

地方債

地方債

その他 一般財源番号
新規
区分 事業名及び事業概要 事業費 国県支出金

3 （民   生   費） 9,304

農林水産業費 合計

ふるさと応援基金を財源とした繰越事業（令和６年度→
令和７年度）における不用額相当額等の積戻しを行う

令和８年３月及び６月の定期水質検査において確認され
た水質基準値超過に伴う営業休止を受け、早期の営業再
開及び安全・安心な利用に向けた水質安定・正常化のた
め対策を行う
（詳細はＰ9の新規事業等実施に伴う説明シート参照）

その他 一般財源

※当初（68）1,255,852千円

地域の特性に合わせた公共交通サービスの再構築を図る
ため、浜田市の公共交通再編検討調査を行う
（委託料は国１０／１０）
（詳細はＰ8の新規事業等実施に伴う説明シート参照）

番号
新規
区分 事業名及び事業概要 事業費

令和７年度国県補助金等の精算に伴う返還金
○国庫支出金（障がい者自立支援給付費他）
　　　　　　　　　　　　　　   ２４件　106,677千円
○県支出金（障がい者自立支援給付費他）
　　　　　　　　　　　　　     ２１件　 66,362千円

総務費 合計

国県支出金

地方債 その他 一般財源

6 （農林水産業費） 49,943

番号
新規
区分 事業名及び事業概要 事業費 国県支出金

※当初（352）13,079千円

国通知に基づく支弁額等の改定に伴う経費（４施設）

※当初（198）492,181千円

民生費 合計
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14 活力あるもの・ひとづくり支援事業 5,480 0 0 0 5,480

 

【事業費】
補正前 補正額 補正後

9,000 5,480 14,480

15 美又地域再開発事業 91,014 45,507 43,000 2,458 49

 

【事業費】
補正前 補正額 補正後

1,343,025 91,014 1,434,039

96,494 45,507 43,000 2,458 5,529

16 新規 都市下水路緊急対策事業 8,500 0 0 8,500 0

【事業費】
補正前 補正額 補正後

0 8,500 8,500

8,500 0 0 8,500 0

17 中学校教育振興運営費 3,356 0 0 3,356 0

【事業費】
補正前 補正額 補正後

36,115 3,356 39,471

3,356 0 0 3,356 0

土木費 合計

学校の授業中に発生した事故に係る和解及び損害賠償に
係る調整
○弁護士委託料　　 　　　　　　　　　　　　 10千円
○損害賠償金　　　　　　　　　　　　　　 3,346千円
※全国市長会学校災害賠償補償保険金を全額充当

※当初（623）36,115千円

事業名及び事業概要

7 （商　工　費） 96,494

番号
新規
区分 事業名及び事業概要 事業費 国県支出金 地方債 その他 一般財源

商工費 合計

地方債 その他 一般財源

活力あるもの・ひとづくり支援事業補助金申請件数が当
初の想定を大幅に超える見込みになったことによる調整
○申請件数　３３件（当初見込）　→　５１件

中東情勢をはじめとする物価高の影響及び外湯施設隣接
地への新規民間宿泊施設の進出等に伴う工事エリアの拡
張による事業費の調整
○工事請負費　　　　　　　　　　　　 　 86,714千円
○施工監理業務委託料　　　　　　　　　　 1,300千円
○備品購入費　　　　　　　　　　　　　　 3,000千円

※当初（441）9,000千円

8 （土   木   費） 8,500

番号
新規
区分 事業名及び事業概要 事業費 国県支出金

地方債 その他 一般財源

10 （教   育   費） 3,356

番号
新規
区分

事業費 国県支出金

教育費 合計

令和７年１月２８日に埼玉県八潮市で発生した道路陥没
事故を踏まえ、令和７年度に緊急調査を行った都市下水
路について、損傷が確認された区間において断面補修を
行う
○実施箇所：３箇所（赤川、潰、弁天川）

※当初（457）1,343,025千円
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（ 変　更 ）

千円 千円

観 光 施 設 整 備 事 業 643,700 686,700

体 験 交 流 施 設 整 備 事 業 13,000 63,000

３．地方債補正

起 債 の 目 的
補 正 前 補 正 後

限 度 額 限 度 額
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新規事業等実施に伴う説明シート

整理番号

担当部・課

①目的

②背景

③効果

④内容

⑤その他

（2）他の地方公共団体の類似する政策との比較検討 （3）提案に至る過程における市民参加の実施の有無とその内容

（4）総合振興計画との整合性 （5）財源措置・将来にわたるコスト計算　　　　　　　　　　　　　単位：千円

基盤 全体計画 8年度 9年度 10年度以降

未定 2,153 未定 未定

0

0

0

2,153

その他（　　　 　　　　）

一般財源

島根県内実施状況
・出雲市・奥出雲町・飯南町は令和2年5月11日から出
雲ナンバー交付
・松江市は導入検討に向け住民の意向調査を開始

　市民参加の実施　（有　・　無）　

総合振興
計画上の
位置づけ

まちづくり
の大綱

Ⅴ．生活基盤が整った快適に暮らせるまち
事業費

施策大綱 Ⅴ-2．公共交通の充実 財
源
内
訳

国県支出金

地方債（　　　 　　　　）

まち・ひと・
しごと創生総合

戦略の該当
4．地域の特性を活かした安心して暮らせるはまだづくり

（1）事業の概要・全体計画等

　石見9市町が広域連携による共通の取組を進めることで、石見地域の一体感を醸成し、地域振興を図ること
を目的とする。その具体的な手法の一つとして、石見のご当地ナンバープレート及び石見地域の風景や観光
資源を図柄とする図柄入りナンバープレートを導入し、石見地域の魅力を全国へ発信することにより、地域
の認知度向上を図る。

　近年、石見地域では人口減少や少子高齢化の進行により、地域の認知度や活力の維持が課題となってい
る。このような状況を踏まえ、石見9市町において共通の取組を進めようとする機運が高まり、課題解決の手
法の一つとして、石見地方版図柄入りナンバープレートの導入を検討することとなった。

　日常的かつ広域的に移動する車両を媒体として活用することで、観光地や特産品、歴史・文化等の地域資
源を継続的に発信することが可能となる。また、地域に暮らす人々が石見地域に誇りや愛着を持つきっかけ
となり、地域への関心の向上や一体感の醸成が期待される。さらに、交付手数料に加え、1,000円以上の寄附
をした場合に図柄入りナンバープレートを選択できる仕組みとなっており、寄附金収入の増加にも寄与す
る。

【実施主体】
　石見地域連携振興事業として、石見地方版図柄入りナンバープレート検討協議会（仮称）を設立予定
　＜組織構成＞
　・石見9市町（浜田市、益田市、大田市、江津市、川本町、美郷町、邑南町、津和野町、吉賀町）

【事業概要】
　・石見地方版図柄入りナンバープレート導入検討のための住民アンケート調査実施
　※石見9市町で構成する検討協議会から民間事業者へ業務委託
　　⑴　アンケート調査票の作成、回収、集計、分析
　　⑵　周知資料の作成（広報誌、ホームページ等）
　　⑶　導入申込等作成支援
　・アンケート調査結果を基に導入判断

【事業費内訳】
　・石見地域連携振興事業負担金（住民アンケート調査業務委託料）　8,800千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うち、浜田市負担額　　2,153千円
　※事業費を9市町で均等割（20％）と車両台数割（41,634台（浜田市）/149,726台（全体））で算出

【今後のスケジュール】
　・令和8年10月～　 検討協議会設立、国・県へ導入要件の検討を表明
　　　　　　　  　　住民周知（広報誌等）
　・令和8年11月～　 アンケート実施、意見集約の結果を基に導入判断
　※以下、導入する場合のスケジュール
　・令和9年4月～　　国・県へ導入申込
　・令和9年5月～　　図柄の検討及び方針決定
　・令和9年12月～　 図柄を国に提案
　・令和11年3月　　 図柄の決定
　・令和11年5月～　 ご当地ナンバープレート及び図柄入りナンバープレート交付開始

事務事業名
交通対策事務費

（石見地域連携振興事業負担金）
8

地域政策部　まちづくり社会教育課

事業期間
単年度　・　複数年度

事業区分
新規　　　・　　　拡充

令和 8 年度 ～ 令和　　　年度　　・　終期未定 裁量・義務・政策ソフト・政策ハード・中山間地対策
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新規事業等実施に伴う説明シート

整理番号

担当部・課

①目的

②背景

③効果

④内容

⑤その他

（2）他の地方公共団体の類似する政策との比較検討 （3）提案に至る過程における市民参加の実施の有無とその内容

（4）総合振興計画との整合性 （5）財源措置・将来にわたるコスト計算　　　　　　　　　　　　　単位：千円

基盤 全体計画 8年度 9年度 10年度以降

18,884 18,884 0 0

18,424 18,424 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

460 460 0 0

　
【事業概要】
　・市内公共交通の利用実績に関する調査、課題抽出、データ分析
　　　⑴　サービス・整備状況の分析
　　　⑵　利用環境に関する整理・検証
　　　⑶　利用実態に関する分析
　　　⑷　関係者ヒアリング調査　※ヒアリング対象は、民間生活路線バス運行事業者、市生活路線バス
　　　　　　　　　　　　　　　　　及び市乗合タクシー等運行事業者を想定
　
　・地域住民、公共交通事業者及び行政によるワークショップ
　　　⑴　現状把握・課題の整理
　　　⑵　課題・対応策の検討
　　　⑶　先進的な取組をしている地域の視察
　　　※メンバーは地域住民、公共交通事業者、市職員を想定

【事業費内訳】
　・地域公共交通再編検討調査業務委託料（全額国庫補助対象）　18,424千円
　・ワークショップ開催等経費　　　　　　　　　　　　　　　　　 460千円

【スケジュール】
　・令和8年10月　　　 　　　 業務委託契約締結（公募型プロポーザル方式により事業者選定）
　・令和8年11月～令和9年1月　調査・分析、ワークショップ開催
　・令和9年2月　　   　　　　報告書納品

事務事業名 地域公共交通再編事業
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地域政策部　まちづくり社会教育課

事業期間
単年度　・　複数年度

事業区分
新規　　　・　　　拡充

令和 8 年度 ～ 令和 8 年度　　・　終期未定 裁量・義務・政策ソフト・政策ハード・中山間地対策

（1）事業の概要・全体計画等

　浜田市の公共交通サービスの現状を調査・分析し、ＭａａＳ
＊
等の新技術の導入も含めて現行事業の見直し

を行うことにより、地域の特性に合わせた公共交通サービスの再構築を図ることを目的とする。
　＊ＭａａＳとは…電車・バス・タクシー等の複数の交通手段を一つのプラットフォームで統合し、検索・
予約・決済を一括して提供する移動サービスのこと。

　令和6年2月に、令和6年度から令和11年度までを計画期間とした浜田市地域公共交通計画を策定しており、
令和8年度末が計画期間の中間となるが、大きな見直しを行わないまま現在に至っており、今後更なる高齢化
や人口減少も予想される中、地域特性に合わせた公共交通サービスの再構築が課題となっている。

　現行の公共交通制度の調査・分析や公共交通事業者へのヒアリングを行い、その結果を踏まえた上で、地
域住民や公共交通事業者も交えて「浜田市にどういう交通が必要か」を考えるワークショップを開催し、浜
田市における交通課題の共有と対応策の検討を行うことで、地域の特性に合わせた公共交通サービスの再構
築及び交通課題解決に向けた意識醸成が期待できる。

　西ノ島町が令和7年度に同補助事業を活用し、観光二
次交通の現状と課題を関係者で共有し、解決に向けた
具体策を自ら企画・実行できる体制を構築する事業を
実施している。

　市民参加の実施　（有　・　無）　

総合振興
計画上の
位置づけ

まちづくり
の大綱

Ⅴ．生活基盤が整った快適に暮らせるまち
事業費

施策大綱 Ⅴ-2．公共交通の充実 財
源
内
訳

国県支出金

地方債（　　　 　　　　）

まち・ひと・
しごと創生総合

戦略の該当
4．地域の特性を活かした安心して暮らせるはまだづくり

その他（　　　 　　　　）

一般財源
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新規事業等実施に伴う説明シート

整理番号

担当部・課

①目的

②背景

③効果

④内容

⑤その他

（2）他の地方公共団体の類似する政策との比較検討 （3）提案に至る過程における市民参加の実施の有無とその内容

（4）総合振興計画との整合性 （5）財源措置・将来にわたるコスト計算　　　　　　　　　　　　　単位：千円

全体計画 8年度 9年度 10年度以降

63,022 63,022 0 0

0 0 0 0

63,000 63,000 0 0

0 0 0 0

22 22 0 0

Ⅰ-2．農林業の振興 財
源
内
訳

国県支出金

地方債（辺地債）

まち・ひと・
しごと創生総合

戦略の該当
1．産業振興と企業立地による雇用の創出

その他（　　　 　　　　）

一般財源

　市民参加の実施　（有　・　無）　
　

総合振興
計画上の
位置づけ

まちづくり
の大綱

Ⅰ．活力ある産業を育て雇用をつくるまち
事業費

施策大綱

（1）事業の概要・全体計画等

　ふるさと体験村において、専用水道の水質悪化により営業を休止していることから、利用者が安全・安心
に利用できる環境を早期に整備するため、水質を安定・正常化させるための対策を行う。

　当該施設は専用水道を利用しており、令和8年3月及び6月の定期水質検査において色度・鉄・マンガンの項
目で水質基準値超過となったため、令和8年6月24日から現在に至るまで営業を休止している。

　水質の安定・正常化を図ることで、施設の早期営業再開及び安全・安心な利用が可能になる。

　除鉄・除マンガンろ過機及び膜ろ過装置設置工事　49,943千円

事務事業名 ふるさと体験村改修事業
13

弥栄支所　産業建設課

事業期間
単年度　・　複数年度

事業区分
新規　　　・　　　拡充

令和 8 年度 ～ 令和 8 年度　　・　終期未定 裁量・義務・政策ソフト・政策ハード・中山間地対策

<位置図>

<除鉄・除マンガンろ過機、膜ろ過装置>

ふるさと体験村

水源井戸
除鉄・除マンガンろ過機+膜ろ過装置

貯水タンク
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